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 第Ⅲ部  結論及び提言 
 

第１章 結論 

 

1-1 Tunca 地区 

 本地区へは Çayeli 鉱床の鉱床層準である Kızılkaya 層（Alemağaç 層）が連続し、本地

区の火山性塊状硫化物鉱化作用は、Alemağaç 層下部層の石英安山岩溶岩（Adcl）が形成す

る溶岩円頂丘の斜面で水蒸気爆発が発生し、同質火山砕屑岩類（Atf）を形成した際に生じ

た。同鉱化作用が弱まりつつある時期にパープルデイサイト（グリーンデイサイト）岩体

が貫入し、グリーンデイサイト質火山砕屑岩類（Attf）中にも硫化物の鉱染が生じた。した

がって、鉱床層準は石英安山岩質火山砕屑岩類（Atf）から Çağlayan 層最下位の赤色石灰

質泥岩（Cms）堆積直前までの幅をもった範囲である。 
 本地区は Alemağaç 層を最下底とし、その上位を緩傾斜の地層が厚く被覆する急峻な地

形であり、探鉱深度や新規鉱床の経済性を考慮すれば、探鉱可能な範囲は Çağlayan 層との

境界より数百ｍから最大 1km 程度と考えられる。今回の調査では各所に火山性塊状硫化物

鉱化作用による鉱化帯及び鉱徴地を確認したが、黄鉄鉱の鉱染を主体として Cu・Zn 品位

が低く、変質帯も Murgul 地区に比べて連続性に乏しい。また、Tunca 鉱床に関しても、

北方で掘削された MJTH-2 孔では、微弱な鉱徴しか捕捉されず、鉱床本体の規模の小さい

ことが考えられた。さらに、Hemsin 川沿いには鉱脈型鉱化作用等に伴う鉱化変質帯が分布

するが、品位が低く、水平方向及び上下方向による鉱化状況の変化はみられない。これら

のことから、本地区に経済性のある大規模鉱床が賦存する可能性は低いと推定される。 
 
1-2 Murgul 地区 

 本地区には、火山性塊状硫化物鉱化作用を被った Murgul 層下部層の石英安山岩類が広く

分布する。その鉱化作用に関して、以下の知見が得られた。 
・ 鉱化変質帯の中央部は石英-カオリナイト-絹雲母帯からなり、Çakmakkaya 鉱床を

通り北東－南西もしくは NNE-SSW に Kızılkaya 方面へ連続する。 
・ 変質強度の強変質強度帯（90%<AI）は Murgul 鉱床群を通る NNE-SSW 方向に連

続する。 
・ 巨視的には本地区の鉱徴地は NE-SW 方向に連なる。そしてその北東端には Murgul

層下部層の最上部に“バライト鉱”を有する上部 Kokolet 鉱徴地が分布する。 
 これらの知見は、本地区の火山性塊状硫化物鉱化作用が Murgul 鉱床群を通る NE-SW 方

向のゾーンに沿って形成したことを示している。Murgul 鉱床群の南西側はすでに鉱床層準

が削剥されている。一方北東側、すなわち Ardiç 区域から Kokolet 区域にかけての山塊は、

地表を上盤の Ardiç 層の塩基性火山岩類が被覆し、その下部に大規模な火山性塊状硫化物

鉱床が胚胎する可能性は非常に高いと考えられる。 
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第２章 将来への提言 

 
 Tunca 地区では、経済性のある大規模鉱床が賦存する可能性が低いこと、Murugul 地区

では Ardiç 区域と Kokolet 区域間の山塊に火山性塊状硫化物鉱床の胚胎する可能性が高い

ことが結論された。 
 将来への提言として、下記のことを提案する。 
［Tunca 地区］ 

・本地区内に経済性のある鉱床が賦存する可能性は低い。しかし、Çayeli 鉱床の鉱床層準

は本地区周辺に連続することから、調査範囲を広げての探鉱の実施。 
 
 [Murgul 地区] 

・ Ardiç 区域東方山塊でのボーリング調査 
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